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mo
de
l1
01
04
で
は
、
地
域
内
で
の
波
高
差
が
8m
以
上
あ
る
た
め
、
浸
水
予
測
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
に
あ
た
り
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
地
域
内
で
も
津
波
の
高
さ
は
大
き
く
異
な
る
た
め
、
線
形
計
算
に
よ
る

簡
易
的
な
解
析
を
実
施
し
て
、
地
域
の
特
性
と
津
波
発
生
場
所
、
規
模
な
ど
の
関
係
を
予
め
知

っ
て
お
く
こ
と
が
地
域
に
お
け
る
津
波
防
災
対
策
の
検
討
に
は
必
要
で
あ
る
。
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図３－５ 大谷海岸における３６７モデルによる最大波高差 

 

 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

波高比

 

図３－６ 大谷海岸における３６７モデルによる最大波高比 

 

 最大波高比は２倍以内に収まっている。最大波高差は概ね２ｍ以下であるが、８ｍを越

えるケースもある。８ｍの波高差が浸水域の大きな違いとなる可能性もあるため、浸水予

測データベース構築時には、このようなケースに留意した詳細な検討が必要である。 

また、このように同じ地域内でも津波の高さは大きく異なるため、線形計算による簡易

的な解析をまず実施して、地域の特性と津波発生場所、規模などの関係を予め知っておく

ことが地域における津波防災対策の検討には必要である。 
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（３）断層破壊条件 
厳密なシミュレーションを実施する場合には、地形などのデータの精度だけではなく、

地震断層の破壊伝播時間や海底面の隆起にかかる時間の影響についても個々に評価する必

要があるが、事前に断層パラメータの設定を想定したデータベースを構築するという点（ほ

かの条件の精度レベルとの整合性）から考えても、海底面の変位完了を時間 0 とした津波

シミュレーションの実施で十分であると考える。 

傾斜角、すべり角については、過去の津波再現モデルの研究例を参考に設定し、すべり

量についても過去の津波再現モデルの研究例および相似則から条件を設定する。 

 

（４）津波防御構造物の評価 
中央防災会議の波源モデルの中から近傍および遠方の震源を選択し、これらについての

みあり・なしで計算する。計算結果については、対象地域での津波情報へのニーズを鑑み

て、計算手法を一つに絞込み、そのほかの断層モデルについても計算を実施する。 

宮城県における検討会議の結果、防御構造物なしで計算を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－７ 中央防災会議宮城県沖地震の波源モデルを利用した評価 

浸水深 

２ｍ以上 

１－２ｍ 

０．５－１ｍ 

０－０．５ｍ 

防潮堤あり 

防潮堤なし 
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（５）計算手法 
地域の津波防災活動へ役立てるための情報として、どのような精度の情報を提供すべき

かを即時浸水予測システム活用方策検討で実施する。そのために、対象地域に大きな影響

を与える既往地震または想定地震に対して、計算条件や計算手法を変えた津波シミュレー

ションを実施し、出すことができる情報の幅を提示することで、『地域での津波防災活動に

活用できる情報』を計算できる手法について対象地域と共同作業により検討する。 変更す

る条件および検討するポイントは以下の通りである。 

 

①完全反射線形計算による潮位上昇量のみの提示 

②非線形項を除去した遡上計算を実施し、浸水範囲を提示 

③非線形項まで入れた遡上計算を実施し、浸水範囲を提示（粗度 0.025 で固定） 

 

非線形項を入れた津波シミュレーションは、被害想定などで利用されているが、計算負

荷が大きいため１モデルあたりの計算に最も時間がかかるために、同じ時間内で検討でき

るケース数は少なくなる。完全反射による線形計算は、その計算負荷が最も低く、より広

範囲で多くのモデルを対象とすることができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－８ 計算手法による予測結果の相違例（中央防災会議宮城県沖地震） 

 

非線形項なし 

非線形項あり 

浸水深 

２ｍ以上 

１－２ｍ 

０．５－１ｍ 

０－０．５ｍ 
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（６）沖合 GPS 波浪計設置場所のシミュレーション結果との対応付け 
 沖合 GPS 波浪計設置場所と、沿岸部の津波波高または浸水範囲の対応付けを行うデータ

として以下のデータを出力する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－９ 計算結果の出力内容 

 

時刻は秒単位、潮位は 0.1m 刻みで計算結果を出力する。また、宮城県沖地震連動型など

のような複数の断層が連動する場合に、観測点と断層との位置関係によっては、二段階で

潮位上昇が予測されるケースもあることが判明したため、津波被害の予測が過小評価とな

らないように第一ピークと第一波最大の計算結果を出力する。 

 

基準海面 

経過時間 

基準海面からの潮位 

潮位変動開
始時刻 

潮位上昇開
始時刻 

第一ピーク
時刻 

第一波最大ピ
ーク時刻 

第一ピーク
継続時間 

第一波最大
波継続時間

第一ピーク
上昇潮位 

第一波最大
上昇潮位 
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３．即時浸水予測システムの仕様 
 

表３－３ 仕様一覧 

項目 仕様 

（１）ベースシス

テム 

本システムは、即時浸水予測システムに関するニーズや問題点を整理す

るためのプロトタイプシステムとする。 

地図尺度 2万 5000 分の 1、設計格子サイズは最詳細で 50m とする。 

Web インタフェースを備える。 

災害時などの現場での利用を考え、オフラインでも稼動するシステムと

する。 

（２）汎用性を高

める機能 

計算結果の登録が容易 

観測場所の追加・変更が容易 

検索項目 条件 

マグニチュード 発表値と同値か、発表値よりも一段大きいものを

検索する。 

位置 最も近いものを検索する。 

深さ 発表値と同値か一段浅いものを検索する。 

時間 発表値に対して前後１分の幅で検索する。 

波高 0.1m 単位で入力値と同値を検索する。但し、地震

のマグニチュードの情報から推定される波高より

も小さい場合は検索対象としない。 

（３）データベー

ス検索条件 

これらの条件（検索エンジン）は容易に変更できることとする。 
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■詳細説明 
（１）ベースシステム 
格子サイズ 50m で行った津波シミュレーション（浸水予測）の結果を、予め画像ファイ

ルとしてシステムに取り込んだ 2万 5000 分の 1地図データ上に重ねて表示できるシステム

とする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－１０ 浸水予測結果表示画面 

 

即時浸水予測システムでは、汎用性を持たせるために計算結果を登録できる機能および

観測場所の追加や変更に対応できる機能を持たせる。 
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（２）汎用性を高める機能 
①計算結果追加機能 
後日、想定ケースや対象市町村の追加に簡易に対応できるように、津波シミュレーショ

ンによる浸水予測結果の画像ファイルを、緯度経度（または UTM 座標）および格子サイズ

を指定することで、本システムに取り込むことができる機能を備える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１１ 浸水予測結果登録画面 
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②観測場所の変更・追加に対応できる機能 
 GPS 波浪計の設置位置は、場所が変更になる可能性があり、本システムは観測点の変更に

容易に対応できる必要がある。また、後日、観測点を追加することも考えられるため、津

波シミュレーションを実施する場合は、全格子点ごとに計算結果をあらかじめ出力してお

き、データベース検索の対象となる格子点の位置を指定および変更できる機能を備える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１２ 観測点登録画面 
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③対象地域の変更・追加に対応できる機能 
 対象地域の変更や追加に対応できるように、領域登録機能を備える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１３ 領域登録画面 
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（３）データベース検索条件 
データベース検索のキーとなる情報は、気象庁から発表される地震情報および GPS 波浪

計による津波観測情報＊とする。 

現在、気象庁から即時的に発表される初期情報は、地震発生時刻、震源位置および深さ、

マグニチュードである。2005 年 8 月 16 日に発生した宮城県沖地震を例にとった場合、11

時 46 分ごろという表現で情報が発表されている。また、断層破壊伝播時間を考慮しないと

いう点を鑑みても、データベース検索条件としては、時間は対象時間の前後 1 分を初期値

とする。そのほかの検索条件は、表３－２の通りとするが、観測精度や流通する情報精度

の向上にも対応できるように、検索条件の変更機能を備える。 

 但し、防災対応を考慮して、地震観測情報から推定される観測点の波高より、実際に観

測されている波高が小さい場合は検索しないようにする（図３－１４）。 
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第４章 即時浸水予測システムの活用方策の検討 
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１．即時浸水予測システムの活用方策の検討方針 
 

即時浸水予測システムの仕様および計算条件は資料３（表３－１、表３－３）に示した

とおりである。これらの仕様について、津波防災の最前線で働く地域の意見を反映させた

上で決定するために、即時浸水予測システムの活用方策を検討する。 

具体的には、対象地域の防災担当者を含めて以下の共同作業を実施して、GPS 波浪計の設

置位置、津波シミュレーション条件、即時浸水予測システムの仕様、情報の流れのあり方、

観測や予測に関する役割分担を検討して提案する。 

 

 
２．検討内容 
岩手県および宮城県における検討会議の結果を上記の方針に従って報告する。 

 

（１）ＧＰＳ波浪計設置位置 

委員会で検討すべきことであり、宮城県の検討会議では議論しないこととした。 

 

（２）津波シミュレーションの条件 

防災業務支援システムの位置付けから、過小評価とならないことが重要である。但し、

あまりにも過大評価とならないような配慮が必要であり、既往の津波遡上記録または検潮

記録との比較を行うことが重要である。特に、即時浸水予測システムの運用にあたり、断

層位置の設定、データベースの検索方式などについて気象庁の津波予報と整合を確保する

ことが重要である。 

 

宮城県の検討会では、中央防災会議の想定宮城県沖モデルを利用して大谷海岸における

波高変化を比較した。当該地区の最大波高および到達時間が概ね一致するととともに、第 2

波以降についても浸水に著しい影響を及ぼすものは出ない点から、浸水予測システムとし

て線形長波式による遡上計算が妥当と考えた。 

また、同様の計算方式を利用して 2003 年十勝沖地震の検潮記録との比較も実施した。 
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図４－１ 計算手法による大谷海岸での時間波形の比較 

 

大谷海岸では第 2 波以降が浸水範囲に大きく影響することがないため、非線形項を除去

した遡上計算で即時浸水予測システムのデータベースを構築した。また、計算手法が既往

の津波を再現できることの確認が重要であるため、非線形項を除去した遡上計算により、

2003年十勝沖地震津波の際の検潮記録との比較および1933年昭和三陸津波の遡上記録との

比較を実施した。 
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図４－２ 2003 年十勝沖地震津波の検潮記録との比較（気象庁宮古：音波式観測機器） 

 

津波観測データとの比較にあたり、観測機器の特性や津波成分の抽出に利用された数値

フィルタを留意することが必要である。 

今回の検討では、第一波目はよく一致している。二波目以降は、反射などの影響で振幅

に差が見られるものの周期は一致している。 

黒線：実測値 

青線：シミュレーション 
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表４－１ 2003 年十勝沖地震津波での県・市町村の観測データとの比較 

（観測値は東北大学 津波工学研究報告第 21 号より） 

観測地 データ項目 観測値 simulation 計算条件 
初動時刻 05:45 05:43 
第一波ピーク時刻 05:50 05;49 
第一波ピーク偏差 45cm 37cm 
最大波時刻 08:22 08:20 

青森県 八戸（鮫） 

最大波偏差 96cm 123cm 
初動時刻 05:34 05:33 
第一波ピーク時刻 05:40 05:38 
第一波ピーク偏差 70cm 41cm 
最大波時刻 05:40 05:38 

普代（大田名部） 

最大波偏差 70cm 41cm 

450m メッ
シュ完全
反射条件
による計
算対象領
域 

初動時刻 05:33 05:35 
第一波ピーク時刻 05:40 5:41 
第一波ピーク偏差 77cm 69cm 
最大波時刻 05:40 5:41 

宮古（田老） 

最大波偏差 77cm 69cm 

50m メッ
シュ遡上
計算対象
領域 

初動時刻 05:33 05:34 
第一波ピーク時刻 05:39 05:38 
第一波ピーク偏差 54cm 50cm 
最大波時刻 05:39 06:42 

宮古（千鶏） 

最大波偏差 57cm 71cm 
初動時刻 05:36 05:56 
第一波ピーク時刻 06:00 06:02 
第一波ピーク偏差 42cm 42cm 
最大波時刻 07:33 08:09 

岩手県 

陸前高田（長部） 

最大波偏差 82cm 63cm 

150m メッ
シュ完全
反射条件
による計
算対象領
域 

 

初動および第一波ピーク時刻は、陸前高田（長部）以外は、観測値とシミュレーション

値の差は２分以内でよく整合性が取れている。第一波ピークの偏差についても、普代（大

田名部）以外は、観測値とシミュレーション値の差は最大８ｃｍであり、よく整合性が取

れている。 
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図４－３ 昭和三陸地震津波の遡上記録との比較 

（左：今回のシミュレーション条件、右：非線形項あり・堤防あり、青線：遡上痕跡） 

 

非線形項あり・堤防ありの条件では、遡上痕跡よりも浸水範囲が小さく求められる。 
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（３）即時浸水予測システムの仕様 

本検討における即時浸水予測システムで予測する最詳細メッシュは５０ｍとしたが、三

陸のように複雑な海岸線、起伏がある地域では５０ｍメッシュでは地形の効果を十分に表

現できていない可能性がある。このような課題に対応するために、防災担当者自らが地形

の影響を考慮した浸水予測図を簡易的に作成する手法や、より詳細な格子サイズを利用し

たシミュレーションを実施できる環境の構築を検討する必要がある。 

但し、同じような波源域であっても、津波の初期値を僅かに変化させると５０ｍメッシ

ュでは異なる浸水予測結果となることもあるので、防災対策に活用するためには、安全を

見込むなどの工夫が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－４ 大谷海岸において格子サイズにより留意すべきポイント 

 

また、災害発生時の非常事態に、データの取得＆入力を行う余力を省力化したいとの要

望があり、将来的には、自動取得、表示の自動更新が望ましいと考えられる。 

但し、災害時という事情を考慮してオフラインでもデータ入力などを行える入力インタ

フェースは必要であり、試用を通じてインタフェースの検証と改良を行うことが必要であ

る。 

 

格子サイズ 50m ではこのよ
うな窪みを表現できない。 
当地域の波高４．０～４．
２ｍに対し、この窪地は５
ｍ以下であるので浸水の危
険がある。 

格子サイズ 150m では、50m
格子９個分が一つの格子と
なるために、このような領
域は“浸水しない”と計算
される可能性がある。 

水門のない小河川伝い
に津波が進入する危険
性があるが格子サイズ
が大きいと“浸水しな
い”と計算される可能
性がある。 
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（４）津波観測および予測技術にかかわる役割分担 

津波観測および予測技術にかかわる役割分担を以下の通り整理、報告する。 

 

表４－２ 各機関の役割分担（案） 

項目 主体 役割分担 

早期・広域的な

津波挙動の把

握 

国 津波の早期把握のために沖合津波観測

網を構築。 

既存の観測網とともに広域的な津波の

挙動を把握。 

地域の実況把

握 

県・市町村・

関係機関 

地域の被害状況等を把握するために、津

波の実況を把握。 

津波観測 

※国・県・市町村・関係機関の津波観測情報＊を共有化することにより、

より精度よく津波の挙動を把握できる。 

津波予報・津波

予測 

国 津波予報の実施。 

津波予測値、観測データの提供。 

浸水予測システム構築のための基盤デ

ータや支援システムの提供、支援施策の

実施。 

観測情報＊から初期波源を推定する技

術開発など、予測技術の向上。 

津波予測・

被害把握 

地域の被害把

握 

県・市町村・

関係機関 

浸水予測システムの構築。 

（国が提供する支援システムを利用し

て、浸水予測システム構築の実作業を担

う） 

→より詳細な被害状況の把握。 

 ハザードマップや避難計画への活用。 

 津波防災啓発活動への活用。 
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３．想定シナリオの作成 
 

GPS 波浪計による津波観測情報および即時浸水予測システムを活用した場合に、地域の津

波防災活動がどのように変わるのかについて、宮城県沖および明治三陸津波を想定したシ

ナリオを作成することで、その効果を検証する。 

 詳細は、宮城県検討会議の資料を参照。 

 

 

４．防災担当職員のスキルアップ 
 

即時浸水予測システムは、事前に地震断層を設定した津波シミュレーション結果を基に

構築されるため、その情報には「初期値の誤差」や「津波シミュレーションの条件精度」

による情報の幅（誤差）が予想されるため、防災担当職員が浸水予測システムの情報を正

しく読み取ることができるような情報やシステムおよびサポート体制を整備することが必

要である。 

そのためには、ハザードマップの作成と同様に、県および市町村自らが浸水予測システ

ムの構築に携わることが重要である。浸水予測システム（データベース）構築に携わるこ

とで、津波のメカニズムやシミュレーション技法に対する理解が深まり、防災担当職員の

スキルアップにもつながる。県および市町村の防災担当職員が，浸水予測システム（デー

タベース）構築が行えるようなサポート体制，および支援システムを，浸水予測システム

の一機能として構築してゆく必要がある。また、これらのシステムは、プロトタイプを利

用したモデル地区における検証を更に進めて、改善を加えた後に普及していくことが重要

である。 

 

また、即時浸水予測システムを日常の防災啓発活動に利用することにより、防災担当職

員だけではなく、住民の防災対応力向上にも繋げることができる。地震の発生場所と自分

の地域における津波浸水域（安全な避難場所）の関係を予め知っておくことによって、い

ざというときにより安全な避難行動を取ることができるようになる。 
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図４－５ 防災担当職員スキルアップと浸水予測システムの展開を考慮した支援システム

（イメージ） 

 

【津波防災ポータルサイト：国が提供、県・市町村・関係機関が共同利用可能】

【基盤データ】 
地形・構造物など 

津波シミュレーションシステム 
（気象庁との整合性確保が重要） 

【県・市町村・関係機関】 
自分たちの地域、施設のハザードマップ作成や浸水予測データベースの構築が行える。
実作業と通して津波に関する知識を習得し、地域が自立した地域型津波防災へのスキル
アップを図る。 

即時浸水予測システム 

シミュレーション結果
の取り込みが行える 

【平穏時】 
防災教育や避難計画の見直し、ハ
ザードマップ作成に活用 

【発災時】 
初動対応、救援・復
旧支援に活用 

情報交流システム 

津波観測
情報など
の自動受
信 

【知識ベース】 
情報、アイディア、防災活
動の事例などが蓄積される

専門家など 

自分たちの取り組みの発信。 
他地域の取り組みを学び、新たな
防災対策への気付き。 
同じ課題を持つ“同士”の発見に
よるやる気の醸成と解決。 

施設 
管理者 

最新の情報を
登録すること
で、地域が同
じレベルの情
報を利用する
ことが可能 

防護施設
の抑止効
果の検証
が可能 

シミュレーション技術の向上 
情報交流のサポート 

（国・県・市町村の防災担当者まで、
最新の技術や情報を利用可能） 
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第５章 GPS 波浪計システム構築の検討 
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１．基本仕様について 
１）ブイ形式の選定 
 今後、整備していくＧＰＳ波浪計は、波浪観測はもとより津波観測もできること、さら
に、保守管理に係る経費の低減への対応も不可欠である。 
 
２）システムの全体構成 
 津波を含む波浪情報を一元的に管理する沖合波浪情報観測センターへのデータ伝送にイ
ンタネットを利用する場合、システムの全体構成は、以下のようになるものと考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 ５ システムの全体構成 
 

３）観測データの演算処理 
 ＧＰＳ波浪計で測得されたブイの鉛直変位等の観測データは、観測センターに伝送され、
デジタルフィルターによる波形の分離プロセス等を経て、津波時には来襲津波についての
情報として関係先に配信されることが想定されるが、システム全体についての冗長性の確
保、現地事務所等における利用等を考慮して、風浪に関するものを含めて、観測局におい
ても同一アルゴリズムによる演算処理を行うこととする。 
 
 
２．ＧＰＳ波浪計について 
 ブイ本体は波浪を観測しつつ、津波観測できるように、その動揺特性を把握し、また、
係留系については、事前にその安全性を確認することとする。 
また、ＧＰＳ波浪計としての機能を満たすため、ブイ本体には、無線関連機器のほか、 

風速計や気温などの気象等の観測機器を搭載することとする。 
                       

沖合波浪情報観測センター 

現地事務所 

（観測局） 
 陸上局 

GPS 波浪計 

GPSアンテナ 無線アンテナ 

GPSアンテナ 無線アンテナ 

観測データ

補正情報

デジタル専用線等

インターネット 

遠隔監視・制御

通信回線
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３．陸上局（ＧＰＳ基地局）及び観測局について 
 ＧＰＳ波浪計による観測データは、陸上局及び観測局（現地事務所等）を経由して観測
センターへの伝送される。ここに、陸上局は、ＧＰＳ基地局の機能も有することから、 
ＧＰＳ波浪計設置地点に面した海岸に設置されることになる。  
 陸上局には、ＧＰＳ波浪計に対応した無線関連機器を設置する。さらに、陸上局及び観
測局の双方に、データ伝送・処理装置を設置し、システムに要求される機能を果たせるよ
うにする。 
なお、電力線の切断等による商用電源の停電も想定されることから、原則として 24時間

程度の無停電装置を併置することとする。 
 
４．システムの検討について 
 東北局における検討においては、以下に示す陸上局等、陸上側設置場所毎の条件等を調
査する必要がある。この検討及び調査結果と標準仕様書を基に、特記仕様書を作成するこ
とになる。 
１）ＧＰＳ波浪計について 
①ＧＰＳ波浪計の設置場所は、沖合波浪情報等の海象情報の取得を踏まえたうえ、シミュ
レーション等により決定する。 

②設計条件について、既存データ等を基に検討、確定する。 
③ＧＰＳ波浪計設置については、設置場所の地盤、海気象条件に応じた仕様が必要となる。 
 
２）陸上局等、陸上側設置場所毎の条件等について 
①電波の伝播状況 
 沖合波浪観測システムの運用に当たっては、ＧＰＳ波浪計と陸上局間の双方向通信が安 
定的に確保されていることが不可欠である。このため、必要に応じて、ＧＰＳ波浪計設 
置場所と陸上設置予定場所間で電波伝播状況調査を行ない、通信の安定性を確認すると 
ともに、アンテナの設置方法（高さ、位置等）等を検討する。 

②通信・電力状況 
 データ通信用の接続ポイント、通信回線へのアクセス状況、場合によっては他の 
ネットワークサービスの利用可能性等を調査するとともに、商用電力線へのアクセス状 
況を調査検討する。 

③局舎予定施設または局舎設置場所 
 東北局の場合は、局舎など既存の施設を活用するなどにより経費の低減をはかり、現地
調査を行なって必要な改修等を検討する。 

④既設システムとの接続等、個別要請 
 既設波高計等からの観測データの取り込み等、関連事務所毎の個別要請を検討し、観測
局部分の仕様作成に反映させる。 
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第６章　GPS波浪計設置方策の検討
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1. GPS波浪計設置方法の概要

　　GPS波浪計は、それ設置海域の条件によりブイ及び係留設備の設計を行う。設置

　水深が深くなると係留策の重量が大きくなるため、ブイの寸法を大きくして浮力

　を確保する。

　　係留索は水深が100m以下の場合はチェーンを用いるが、水深が100mを超える場合

　係留索の重量を低減するためにチェーンとワイヤーケーブルを併用する。また、

　アンカーは、設置海域の海底が砂質の場合は、ダウンフォースアンカーを用いる

　が、岩盤の場合は鋼製、またはコンクリート製のアンカーブロックなどのシン

　カー係留を用いる工法となる。　そこで、ＧＰＳ波浪計の施工方法として

　シンカー係留方式と、ダウンフォースアンカー係留方式について検討する。

２．シンカー係留方式の設置方法；水深100m以下で設定

　　シンカー係留方式は、クレーン船による施工が必要であり、その施工ステップは

下記のようになる。

図　６－１　シンカー係留方式の設置方法

シンカー、チェーンの設置

ＧＰＳ波浪計の設置完了

設置位置の確認

曳船により位置保持

ＧＰＳ波浪計とチェーンの接続

機材の積込

船団の現地回航

クレーン船の現地係留

ＧＰＳ波浪計を海上に仮置
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３．ダンフォスアンカー係留方式の設置方法；水深200m以上で設定

　　ダンフォスアンカー係留方式は、アンカーの自由落下方法による施工となる。

　その施工ステップは下記のようになる。

波浪計

の曳航

図　６－２　ダンフォスアンカー係留方式の設置方法

艤装解体

の切断

とＰＷＳの接続

波浪計末端チェーン

現地での位置保持

アンカー、チェーン

の投入

機材の積込

船団の現地への回航

アンカー固縛ロープ

ＰＷＳの展張

設置位置の確認

波浪計の設置完了

機材の回収

ＰＷＳとチェーン

との接続

機材集積地への回航

機材の陸揚げ

基地港への回航

台船艤装

機材集積地への回航
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